
 

ニンニク栽培で地域活性化！ 

(梅田建設株式会社) 
 

＜法人の概要＞ 

所在地：岐阜県山県市 

設 立：昭和 57年 12月 27日 

資本金：2,000万円（梅田建設）    

農業部門売上高：3,600万円（令和 4年度） 

農業従事役員：1名 

従業員数：29名（梅田建設(株)社員数(令和 6年 1月時点)） 

うち農業従事者 3名、食品加工販売 6名 

経営面積：約 2.0ha(令和 6年 1月) 

農業開始時期：平成 20年 5月 

作付け作物：にんにく 150a、さつまいも 50a、いちじく 1.5a、 

ごぼう 1a、しょうが 1a、こんにゃく芋 1a 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

＜農業参入に至った経緯・動機＞   

〇平成 20年の山県市の「にんにく作りで地域の活性化を！」という呼びかけ 

に興味を持ち、にんにくの栽培を開始した。 

〇農業参入及び商品開発の結果が従業員や顧客の笑顔に繋がっていると感じ 

る場面が多くあり、農業参入を行って良かったと感じている。 

 

 

＜農業参入することを決めてから営農開始まで＞  

〇にんにく栽培を始めた当初は、個人の農地を使いにんにくを栽培していた。 

〇その後、平成 20年に梅田建設社内に農業部門「元気ファーム事業部」を立 

ち上げ、企業経営の一環としてにんにく栽培を開始した。 

 

 

梅田建設株式会社本社 にんにく圃場 



 

＜営農開始から現在まで＞  

〇にんにくの栽培技術は、地元の「美濃山県にんにく振興協議会」の支援によ

り習得した。開始当初は黒にんにくの原料確保のため栽培を依頼している契

約農家への営農指導を行った。 

〇にんにくの栽培開始直後は近隣の加工場に卸すことを考えていたが、思う

ように収益に繋がらないことが分かったため、当時話題となり始めていた黒

にんにくへの加工に挑戦することとした。 

〇営農開始後、作業の効率化を図るため補助金を活用しにんにくの植付機と

収穫機を導入。その結果、営農開始当初は梅田建設の従業員総出で取り組ん

でいた農繁期の作業が少人数で行えるようになった。また、新商品開発のた

め、補助金を活用し減圧乾燥機を購入。岐阜県内で生産された果物を使った

ドライフルーツ「かじゅえりー」の開発・販売に繋がった。 

〇黒にんにくへの加工に挑戦しはじめた当初からイベントへ積極的に参加し

たことやテレビ番組で紹介されたことが功を奏し、黒にんにくの販路確保に

繋がった。現在は直売所だけでなく、インターネット通販等での販売も行っ

ており、購入者の口コミで顧客が増加し人気商品となっている。 

〇主力商品の黒にんにくの加工・販売を中心に、かじゅえりーの他こんにゃ

くや干し芋の加工・販売も行っている。 

〇最近のさつまいもブームに対応し、紅はるかの作付け面積を拡げ、収穫量

を増加させた。さつまいも用の保冷庫を新設し、12月から 3月は干し芋の加

工を行うことで、農閑期の作業者雇用に繋がっている。 

 

 

＜今後の農業経営の展開方向＞  

〇農作物の収穫や加工技術については目標に達成しつつあるため、今後は 

販売先の確保を重点に売上高向上を目指していきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

美濃山県元気ファーム直売所 美濃山県元気ファーム商品 


